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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、京都の儒者詩人清水長孺と江戸の民間詩人柏木如亭を事例に、江戸後期におけ
る遊歴漢詩人の知的営みとその社会文化的環境を考察するものである。論文全体は三部九
章から構成されている。 
第 I 部「遊歴詩人の詩風と詩論」は「化政期の漢詩壇について」、「清水長孺の詩風」、「柏
木如亭の詩風」という三章からなっている。  
 第一章「化政期の漢詩壇について」では、先行研究を踏まえて十八世紀後半の漢詩壇の全
体状況と性霊派の詩説の受容について論述した。１８世紀前半の漢詩壇は、古文辞学派の
「文必秦漢、詩必盛唐」という理念が尊重されていた。作詩方法も明代の擬古派である李攀
龍と王世貞らを尊重しながら、盛唐の詩風を真似する。1８世紀後半になると、山本北山の
『作詩志殼』をはじめ、漢詩壇に反古文辞学派の現実主義の宋詩風と二袁の性霊説が唱えら
れるようになった。性霊派の詩風の流行は化政期における都市文化の繁栄と文化も呼応し
ている。  
  第二章「清水長孺の詩風」においては、徂徠学者である清水の詩風について考察した。
清水における性霊説の受容はその漢詩集『蜑煙焦余集』の序文から窺える。しかし、同詩集
においては、性霊派の作品中に最も特徴的なものといえる竹枝詞は一首しか見られない。徂
徠学に憧れていた清水に、漢詩という文学形式は本来的には風雅であるべきものという意
識が存在していたはずである。そこから清水の脳裏に潜んでいる儒者意識が推察できる。  
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  第三章「柏木如亭の詩風」では、柏木の詩風について検討した。柏木が所属される江湖
詩社の性格と彼の竹枝詞から、柏木における性霊派の詩観を窺い知ることができる。しかし、
柏木は晩年になると、葛西因是の影響を受け、唐詩へと転換した。また、柏木の雅俗説及び
祇園南海に対する受容という二つの側面から、彼は性霊詩に見られない漢詩の雅を重視す
る一面の持ち主でもあることが分かる。そこで、柏木における性霊詩の受容は、作詩方法よ
り、性霊派を借りて個人の思想解放を求めたと言っても過言ではない。  
  第二部「遊歴詩人の精神世界」は、「化政期の文人社会」、「清水長孺における精神世界」、
「柏木如亭における精神世界」という三章から構成されている。  
  第四章「化政期の文人社会」においては、化政期の社会及びその社会に生きた文人たち
の状況について詳述した。寛政改革は社会に大きな影響を与え、その影響は化政期に及んで
いた。特に異学の禁という学問統制によって、体制から逸脱した知識人、いわゆる在野の文
人の一部が新たに生まれた。その社会情勢の変化とともに、在野の文人たちにおける反俗性、
隠逸性などの文人意識も強く台頭してきた。 
  第五章「清水長孺における精神世界」では、清水の反俗性、隠逸性、儒者意識について考
察した。清水の漢詩集『蜑煙焦余集』を中心に、彼は経世の学よりも芸事習事などといった
文化と教養の普及を求められる現実に生きた文人の不遇感が読み取れた。清水は現世と遁
世の中間に身を置いたというありさまが、漢詩集に散見している。清水は老荘思想に親近感
を覚え、自分の憤懣を慰め、離世の態度を示しているものの、出世の心を常に抱いていたと
いう矛盾した心境がある。また、清水が残した上記の漢詩集及び絵画「徂徠像」から、清水
は漢詩人でありながら、強い儒者意識の持ち主でもあったことが窺える。  
  第六章「柏木如亭における精神世界」においては、柏木の反俗性、隠逸性と詩人意識に
ついて考察した。揖斐高氏の関連研究の示唆により、柏木における反俗性の存在に注目した。
また、柏木の漢詩に世俗を離れ、山水に身を寄せるという隠逸志向が読み取れ、特に『詩本
草』にその隠逸性が顕著に現れている。揖斐氏の説を踏まえながら、柏木における江戸小市
民的な詩人意識についても論じた。  
  第三部「遊歴詩人の交遊関係」は、「公卿との交遊について」。「僧侶との交遊について」、
「儒者との交遊について」と「ほかの交遊について」という四章からなっている。  
  第七章「公卿との交遊について」においては、清水と柏木の漢詩集における公卿との唱
酬を取り上げて分析した。清水と公卿との交遊の事例は非常に多い。同時代の時勢や社会と
関連付けてみると、幕藩体制における朝廷側と不遇の文人との交遊はどのように位置付け
られるべきか、非常に興味深い問題である。その一方、柏木と公卿との交遊は非常にまれで
あることが確認できる。  
  第八章「僧侶との交遊について」では、清水と柏木における僧侶との交遊をめぐって考
察した。清水の僧侶の生活への憧れが看取できる。更に禅学を借りて内面の苦悶を晴らそう
とする気持ちも読み取れる。これに対して、柏木と公卿や僧侶との交遊にはほぼ見られない。
現実社会で挫折していたが、常に経世の抱負を抱く苦悶の清水に対して、柏木は自分の遊歴
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詩人としての生活を快く受け入れて楽しんでいるように見える。  
  第九章「儒者との交遊について」においては、清水と柏木における儒者との交遊につい
て考察した。その中で、清水の杉岡鈍吟・津阪君裕との交遊活動に焦点を絞って分析した。
その一方、柏木の市河寛斎と山本北山との交遊を取り上げて考察したが、柏木は儒者と交遊
することがあるけれども、不仲であった。さらに庶民体質の柏木の詩文から反儒の気持ちが
よく読み取れた。これに対して、清水とよく交遊していた儒学者は古学派の儒者が多い。そ
れは、清水自身は徂徠学者であったことと関係していると考えられる。  
最後の第十章「ほかの交遊について」においては、長孺と如亭の神官・医者・画家・俗文
学者と交遊した活動に焦点を絞って考察した。柏木如亭は民間の文学者との交遊が非常に
頻繁であった。それは体制から遊離する民間詩人、自由人である柏木にふさわしい行動であ
る。様々な人々と交遊したことは、サロンの盛行という時代背景とも関係が深い。  
結論として、寛政・天保両改革の中間にある文化文政期は、商品経済が発達し、豪農・豪
商階層が増大するとともに、士農工商という身分制度を超えた様々な交流や文芸サロンが盛
んに行われるようになった。また、異学の禁の故に体制から逸脱した知識人が生まれ、現実
社会から遊離し、詩文芸能の稽古と交流を共通志向として集まり、そういう勢力がいかに江
戸後期の社会を活性化したのかについて、研究に値する課題だと考えられる。様々な階層の
人々と交遊した清水と柏木との二人の周辺を考察すれば、江戸後期の体制から遊離している
異質的な知識人の生き方や社会変革への役割などをある程度解明できるはずである。遊歴の
漢詩人は同時代の社会環境の産物であると同時に、社会全体に対しても一定の影響を与えた
と言える。  
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 近世後期の「三都」中の京都の儒者詩人清水長孺と江戸の民間詩人柏木如亭を事例に、両
者の作詩風格と精神世界を考察すると同時に、当時の東海道を中心とする地域の社会文化
的環境を描き出そうとする研究課題自体は有意義なものである。しかし、例えば、両者にお
ける性霊派の詩説の受容という事実に関する検討は手堅い考証の手続きを踏んでいないた
め、説得力に欠けている。また、寛政異学の禁により体制から逸脱した知識人の数と地域的
分布や、化政期に盛んに行われた文芸サロンの全体像などに関する把握も不十分である。た
だ、関連する文献と先行研究の成果を広く探り自分の論述に積極的に生かしたことや、特に
はこれまで論及されてこなかった清水長孺の漢詩集『蜑煙焦余集』を詳しく分析したことな
どは評価できる。 
よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
